
第６回「北海道自転車活用等推進連携会議」の 
書面開催に係る資料説明要旨 

 

議事１. 第２期北海道自転車利活用推進計画について 

○資料１ 

第 2 期計画については、本会議の皆様はもとより、幅広い関係者の皆様からご意見を

いただき、本年 3 月に取りまとめたところ。 

第 2 期計画は、国の計画期間と合わせて 2025 年度までとしており、昨年度初めて実施

した「道民意識調査」の結果も踏まえ、自転車利活用のさらなるステップアップに向け

た課題を整理した。 

本会議の皆様からのご意見を反映させる形で、例えば SDGｓの趣旨を踏まえながら環

境負荷低減・健康増進といったものについて、さらなる理解促進が必要であること、安

全な利用環境整備が求められているということ、また、サイクルツーリズムの部分では

受入環境づくりをもっと進める必要があることなどの課題を整理した。 

第 2 期計画では、国の計画と同様に前計画の骨格の部分は維持しつつ、さらなるステ

ップアップに向けて、「もっと」という文言を視点に加えて、条例推進のキャッチフレー

ズに活用していた「環境に◎観光に◎健康に◎もっと、自転車北海道。」を新たな「北海

道のめざす姿」とし、さらなる安全教育の推進、保険加入の強化といった部分、そして、

北海道の特性を活かしたツーリズムを進めるとするなど、3 つの展開方向を残しつつ、

施策をより一層強化するという形で整理した。 

北海道として、第 2 期計画を踏まえた取組のさらなる推進ということで、スライドに、

今回の第 2 計画での主な取組や施策などをまとめさせていただいた。 

 一体的に進めようということで、主な取組として、生活利用のスポーツライドの正し

い知識の普及啓発、安全利用のヘルメットの部分・保険、関係の皆様にも取り組んでい

ただいているサイクルルートの部分、北海道の特性を生かしたトレイル利用など、そう

いったものも含めて、取組のさらなる推進に向けて、道庁内でもしっかり連携して取組

を進めようということで、特にこのスライドの内容については、道庁内で横断的に一体

的に進めることで、今年度のはじめに統一を図ったところ。 

道としては、第 2 期計画に基づく自転車の活用と安全な利用の更なる推進に向け、引

き続き、関連施策を積極的に進めてまいりますので、本会議の皆様におかれましては、

引き続き、ご指導をよろしくお願い申し上げる。 

 

議事２.令和３年度における自転車利活用推進の取組について 

○資料２－１、資料２－２、資料３ 

次に、令和 3 年度の自転車利活用推進の取組ということで、資料２－１に基づきご説

明申し上げる。 

第 2 期計画に基づき、３つの視点・展開方向に沿って、各部連携による取組にあると

おり展開しているところ。 

今年度は新たな連携体制として、本会議の下に分科会を設置できるように、年度当初

に要綱を改正（添付要綱の第 6 条）したところであり、昨年度実施したようなＷＥＢ意

見交換会のように、必要なメンバーを参集し、連携した取組を進められるように意見交



換の場を設けられるようにしたところ。 

今後の具体的な動きの例としては、資料２－２にあるとおり、自転車の安全利用を一

層推進することを目的として、新たに「自転車安全推進分科会」を来年 2 月に開催する

予定。 

総合政策部では、今年度も自転車活用等促進事業として、第 2 期計画の実効性を確保

するとともに、関係者連携の取組を促進するため、本会議や市町村への計画策定に関す

る説明会の開催、官民連携の推進など「関係者連携強化」や委託事業による「総合的な

利活用の推進」、自動車利用者や歩行者を含め相互理解の促進として「フレンドリーロー

ド北海道」の普及啓発を実施しているところ。 

資料 3 の「市町村向け自転車利活用推進に係る担当者ＷＥＢ会議」の開催結果もご覧

いただければと思うが、本年 7 月には道内全市町村を対象としてＷＥＢ説明会を開催し、

道内で自転車活用推進計画を先進的に策定している石狩市と稚内市での取組について、

情報共有を図るとともに、国と道より、計画策定に係るメリットとして、交付金の重点

配分があることや、道の地域づくり総合交付金を活用した計画策定の事例があることな

どの情報提供を改めて行ない、市町村におけるさらなる自転車利活用の推進に向け計画

策定の促進を図ったところ。 

総合的利活用の推進では、幅広い方への普及啓発ということで、損害保険事業者や販

売店等の皆様を含む、もっと自転車北海道サポーターの皆様との、官民連携による取組

を強化し、7 月・8 月・9 月（予定）と啓発イベント（配布リーフレットも参考ください）

を実施するとともに、コロナ禍での少人数でのライドイベントも実施しているところ。 

また、5 月の自転車月間では、幅広い層への普及啓発ということで、テレビＣＭやＷ

ＥＢコンテンツを活用し情報発信を図ってきたところ。 

特に、昨年度始めた Instagram は今般のコロナ踏まえて、お店も応援したいというこ

とで「＃おすすめスポット応援」キャンペーンを 7 月 1 日から開始している。 

また、今年度は構成員の皆様におかれても、是非ホームページや SNS で情報拡散いた

だきたい。なお、オール北海道ということで、「もっと、自転車北海道。」のロゴをご用

意しているので、皆様におかれても普及啓発の取組や自転車関連のチラシ作成等の際に

是非ご利用いただきたい。引き続き、御協力をよろしくお願いする。 

 

議事３.今後の取組について  

○資料２－１（最後のスライド：令和３年度の主なスケジュール） 

最後に、今後の主なスケジュールについて情報共有させていただく。 

今年度の取組については、これまで説明したとおりだが、来年度以降の具体的な取組

については、本会議において皆様からアドバイスをいただきながら、関係各部での取組

の検討を進めたいと考えている。 

関係の皆様との連携した取組や、コロナ禍での自転車利用に係る普及啓発の取組の提

案など、ご意見のいただきたいと考えているのでよろしくお願いする。 

 

以上 


